
１

派
遣
計
画
の
策
定
、
事
前
準
備
、
派
遣

中
の
後
方
支
援

①
－
派
遣
を
決
定
す
る
ま
で
の
経
緯

　
神
戸
市
を
始
め
周
辺
都
市
の
下
水
道
施
設
に
か
な

り
の
被
害
が
出
て
い
る
模
様
、
と
く
に
神
戸
市
最
大

の
東
灘
下
水
処
理
場
は
処
理
不
能
に
陥
っ
て
い
る
と

の
第
一
報
が
入
り
、
本
市
下
水
道
局
と
し
て
も
災
害

復
旧
の
調
査
等
の
た
め
の
人
員
派
遣
を
想
定
し
て
、

支
援
の
準
備
に
入
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
一
月
二
十
日
に
は
下
水
道
地
震
対
策
検

討
委
員
会
（
建
設
省
、
日
本
下
水
道
事
業
団
、
大
都

市
等
に
よ
り
構
成
）
が
開
催
さ
れ
、
本
市
も
こ
れ
に

出
席
。
支
援
対
策
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、

神
戸
市
に
対
し
て
は
、
大
都
市
が
支
援
を
行
う
こ
と

と
し
、
情
報
の
一
元
化
と
組
織
的
支
援
の
た
め
、
東

京
都
下
水
道
局
が
連
絡
調
整
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
一
月
二
十
三
日
、
「
十
三
大
都
市
災
害
時
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
い
て
、
神
戸
市
よ
り
各

都
市
に
対
し
て
支
援
要
請
が
あ
り
、
本
市
も
二
十
五

日
か
ら
支
援
隊
を
派
遣
し
た
。

②
－
派
遣
計
画
の
策
定
の
考
え
方
、
計
画
内
容

ア
支
援
要
請
内
容

　
支
援
要
請
の
内
容
は
、
汚
水
排
水
の
下
水
道
管
き
よ
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
被
害
状
況
調
査
と
災
害
査
定
設
計
で
、

本
市
は
灘
区
お
よ
び
東
灘
区
内
の
約
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
管
き
ょ
延
長
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
区
を

担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
雨
水
排
水
は
神
戸
市
が
調
査
し
、
処
理
場
、

ポ
ン
プ
場
は
日
本
下
水
道
事
業
団
が
担
当
し
た
。

イ
派
遣
組
織
の
編
成

　
支
援
隊
の
人
員
数
、
派
遣
期
間
、
派
遣
車
両
等
に

つ
い
て
は
、
表
－
１
、
表
－
２
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

下
水
道
管
き
ょ
調
査
に
は
、
管
き
よ
内
の
清
掃
お
よ

び
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
も
必
要
な
た
め
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
専
門
業
者
に
応
援
を
依
頼
し
た
。
支
援
隊
は

一
次
お
よ
び
二
次
に
亘
っ
た
が
、
一
次
、
二
次
と
も

そ
れ
ぞ
れ
課
長
職
一
名
、
係
長
職
二
名
が
加
わ
っ
た
。

　
ま
た
、
災
害
査
定
設
計
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
十

日
程
度
で
交
替
す
る
こ
と
と
し
た
。

ウ
交
通
手
段

　
現
場
調
査
時
の
移
動
用
と
し
て
、
下
水
処
理
場
の

庁
用
車
（
緊
急
車
両
の
登
録
済
）
を
現
地
に
送
っ
た
。

エ
宿
泊
場
所

　
大
阪
市
下
水
道
局
北
部
管
理
事
務
所
（
所
内
大
会

議
室
が
臨
時
宿
泊
施
設
と
な
っ
た
）

　
ま
た
、
災
害
査
定
設
計
段
階
で
は
、
神
戸
市
下
水

道
局
よ
り
市
内
の
保
養
施
設
が
提
供
さ
れ
た
。

③
－
後
方
支
援

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

派遣車両表－２表－１　支援隊の人員数及び期間

１
－
派
遣
計
画
の
策
定
、
事
前
準
備
、
派
遣

　
中
の
後
方
支
援

２
‐
現
地
活
動
報
告

下水道の復旧
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④
下
水
道
の
復
旧
活
動

■
吉
柳
輝
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黒
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現
地
派
遣
隊
の
支
援
活
動
を
助
け
、
さ
ら
に
後
続

の
支
援
隊
の
準
備
の
た
め
に
、
後
方
支
援
は
重
要
で
、

派
遣
隊
と
の
連
絡
調
整
は
綿
密
に
行
っ
た
。

④
－
支
援
体
制
に
お
け
る
今
後
の
課
題

　
大
都
市
の
中
に
災
害
査
定
に
対
す
る
経
験
者
が
極

め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
神
戸
市
役
所
の
庁
舎
損

壊
、
市
職
員
自
身
も
被
災
者
な
ど
の
た
め
、
被
害
状

況
調
査
、
復
旧
対
策
の
初
動
態
勢
の
混
乱
は
否
め
な

い
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
都
市
間
の
支
援
体
制
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
考
え
ら
れ
る
。

①
災
害
復
旧
の
た
め
の
調
査
項
目
、
調
査
要
領
の
明

確
化
と
パ
タ
ー
ン
化

②
被
災
都
市
が
指
揮
命
令
機
能
を
失
っ
た
場
合
の
対

策③
支
援
隊
の
受
入
れ
体
制
（
近
隣
都
市
が
こ
れ
を
担

う
場
合
も
あ
り
得
る
）

④
各
都
市
が
所
有
す
る
緊
急
用
資
器
材
情
報
の
共
有

化な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
大
都
市

間
で
調
整
を
行
う
。

２
-
現
地
活
動
報
告

①
―
事
前
の
準
備

　
一
月
二
十
五
日
の
出
発
に
先
立
ち
、
既
設
管
調
査

用
の
ツ
ル
ハ
シ
、
ラ
イ
ト
、
測
量
器
具
、
下
水
管
調

査
用
鏡
等
の
調
査
用
具
一
式
と
設
計
業
務
用
の
電
卓

等
を
準
備
し
た
。
こ
の
他
携
帯
電
話
、
非
常
食
や
常

備
薬
、
さ
ら
に
は
水
筒
等
身
の
回
り
品
一
式
も
下
水

処
理
場
の
庁
用
車
三
台
に
搭
載
し
午
前
十
時
に
関
内

中
央
ビ
ル
を
出
発
し
た
。

②
－
被
害
の
状
況

　
今
回
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
そ
の
規
模
の
大

き
さ
、
被
害
の
凄
ま
じ
さ
と
も
、
ま
さ
に
未
曾
有
の

大
災
害
で
、
下
水
道
施
設
も
他
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

同
様
大
き
な
被
害
（
図
－
１
）
を
受
け
、
神
戸
市
の

東
灘
下
水
処
理
場
を
は
じ
め
管
き
ょ
の
破
損
や
マ
ン

ホ
ー
ル
の
損
傷
等
（
写
真
－
Ｉ
）
が
一
千
三
百
ヵ
所

以
上
、
被
害
額
は
一
千
億
円
以
上
（
一
月
二
十
三
日

神
戸
市
発
表
）
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
東
灘
区
、

灘
区
の
下
水
道
管
き
ょ
は
、
一
部
の
破
損
箇
所
は
あ
っ

た
が
、
ど
う
に
か
流
水
機
能
は
維
持
し
て
い
た
。
し

か
し
、
管
き
ょ
の
破
損
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
破
損
、
躯

体
の
ズ
レ
等
は
早
急
な
復
旧
が
望
ま
れ
る
。

③
｜
現
地
の
行
動

の
派
遣
場
所
お
よ
び
派
遣
期
間

　
横
浜
市
の
支
援
隊
は
第
一
次
隊
十
人
（
当
初
九
人
）

が
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
月
三
日
ま
で
、
第
二
次
隊

十
一
人
（
当
初
八
人
）
が
二
月
一
日
か
ら
二
月
十
日

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
十
日
間
に
わ
た
っ
て
東
日
本
の
大
都

市
（
横
浜
市
、
東
京
都
、
大
阪
市
、
川
崎
市
、
名
古

屋
市
、
京
都
市
、
千
葉
市
、
仙
台
市
）
の
支
援
基
地

で
あ
る
大
阪
市
下
水
道
局
北
部
管
理
事
務
所
に
集
結

し
た
。

イ
支
援
隊
の
組
織
と
行
動

　
支
援
隊
は
、
神
戸
市
の
東
灘
区
と
灘
区
を
中
心
に

一
ブ
ロ
ッ
ク
の
下
水
管
き
ょ
の
延
長
約
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
単
位
に
二
十
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
振
り
分
け
ら
れ

た
区
域
を
調
査
し
た
。
支
援
基
地
に
宿
泊
し
た
支
援

者
の
総
数
は
、
多
い
と
き
で
百
三
十
人
以
上
と
な
り

大
会
議
室
だ
け
で
は
足
り
ず
他
の
会
議
室
等
ま
で
も

宿
泊
場
所
と
し
た
。
食
事
は
三
食
仕
出
し
弁
当
、
寝

床
は
フ
ロ
ア
に
布
団
を
ギ
ッ
シ
リ
敷
き
詰
め
た
雑
魚

図―１図―２
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寝
で
あ
っ
た
。

④
－
業
務
内
容

　
横
浜
市
の
支
援
隊
は
、
第
一
次
隊
が
福
池
小
学
校

周
辺
の
東
灘
区
北
青
木
、
本
山
南
町
他
の
二
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
、
第
二
次
隊
が
灘
区
琵
琶
町
、
新
在
家
南

町
他
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
一
部
に

お
い
て
汚
水
管
き
ょ
の
被
害
状
況
を
調
査
し
た
。

ア
外
業
（
現
地
調
査
）

　
現
地
調
査
の
作
業
は
、
神
戸
市
西
区
に
宿
泊
し
て

い
た
委
託
業
者
と
現
地
で
集
合
し
、
ま
ず
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
を
開
け
、
下
水
道
専
用
手
鏡
や
ラ
イ
ト
を
用

い
マ
ン
ホ
ー
ル
と
管
き
ょ
の
異
常
を
調
べ
る
目
視
調

査
（
写
真
－
２
）
を
行
っ
た
。
こ
の
作
業
で
開
け
た

マ
ン
ホ
ー
ル
の
数
は
一
千
五
百
ヵ
所
を
越
え
た
。
目

視
調
査
で
異
常
の
あ
っ
た
管
き
ょ
に
つ
い
て
は
下
水

管
の
清
掃
（
写
真
－
３
）
を
行
っ
た
の
ち
、
た
だ
ち

に
管
内
に
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
を
入
れ
詳
細
に
調
査
を
行
っ

た
（
図
－
２
）
。

　
基
地
と
現
地
と
は
、
当
初
庁
用
車
で
往
復
し
た
が
、

交
通
渋
滞
で
片
道
三
時
間
を
越
え
る
こ
と
も
あ
り
、

青
木
駅
（
阪
神
電
鉄
）
ま
で
電
車
が
再
開
し
て
か
ら

は
、
現
地
に
車
を
置
き
電
車
で
往
復
す
る
よ
う
に
し

た
。
こ
の
作
業
は
、
終
日
安
全
靴
で
壊
れ
た
舗
装
面

や
ガ
レ
キ
沿
い
を
歩
き
続
け
て
行
う
た
め
、
足
に
豆

が
で
き
爪
に
血
が
惨
じ
ん
だ
り
す
る
ほ
ど
過
酷
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
水
道
が
復
旧
し
て
お
ら
ず
、
う
が
い
も

で
き
ず
に
汚
れ
た
ま
ま
の
手
で
食
べ
た
弁
当
は
、
作

業
服
か
ら
漂
う
汚
水
の
匂
い
と
、
六
甲
山
の
吹
き
下

ろ
し
の
寒
風
で
と
て
も
喉
を
通
る
状
態
で
は
な
か
っ

イ
内
業

　
現
地
調
査
の
成
果
品
と
し
て
は

①
全
体
図
（
下
水
道
台
帳
図
を
張
り
合
せ
た
図
に
支

障
の
有
無
、
調
査
不
能
を
色
分
け
で
着
色
）

②
作
業
日
報
と
調
査
表
（
日
報
は
全
マ
ン
ホ
ー
ル
の

状
況
、
調
査
表
は
被
害
個
所
の
状
況
を
記
録
）

③
写
真
（
被
害
個
所
が
分
か
る
場
所
、
風
景
、
詳
細

な
被
害
状
況
、
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
含
む
）

を
作
成
し
た
が
、
こ
の
作
業
は
基
地
に
戻
り
食
事
を

し
た
後
、
夜
中
の
十
二
時
頃
ま
で
行
っ
た
。

⑤
－
当
初
の
予
定
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と

　
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
規
模
災
害
の
調

査
に
あ
た
り
戸
惑
っ
た
主
な
こ
と
と
し
て
は

①
交
通
渋
滞
が
予
想
以
上
で
、
作
業
器
具
を
積
ん
だ

車
の
到
着
が
遅
れ
、
作
業
が
軌
道
に
乗
ら
な
い
等
の

手
違
い
が
あ
っ
た
。

②
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
手
鏡
や
黒
板
等
が
不
足
し

急
ぎ
取
り
寄
せ
た
り
購
入
し
た
。

③
各
都
市
と
も
こ
の
様
な
大
規
模
災
害
の
経
験
が
な

く
、
深
夜
に
及
ぶ
会
議
で
も
方
針
が
定
ま
ら
ず
、
手

戻
り
作
業
も
多
く
あ
っ
た
。

④
管
清
掃
に
必
要
な
水
の
給
水
場
所
や
汚
泥
の
処
分

場
所
が
近
場
に
な
く
所
定
の
場
所
か
ら
の
所
要
時
間

は
往
復
四
～
五
時
間
を
要
し
た
。

⑤
宿
舎
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
く
つ
ろ
ぐ
場
所
が
な

く
、
十
分
な
睡
眠
も
と
れ
ず
、
土
日
も
不
眠
不
休
の

状
態
が
続
い
た
た
め
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
極
限

に
達
し
た
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

⑥
－
支
援
活
動
を
通
し
気
付
い
た
点

　
多
数
の
家
屋
倒
壊
、
絶
え
な
い
緊
急
車
両
の
サ
イ

レ
ン
の
響
き
な
ど
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
で
作
業
を

し
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
は

①
隊
長
と
班
長
が
携
行
し
た
携
帯
電
話
（
三
機
）
は
、

基
地
本
部
や
支
援
隊
同
士
の
連
絡
は
も
と
よ
り
後
方

支
援
隊
と
の
緊
急
連
絡
等
に
効
果
的
な
威
力
を
発
揮

し
た
。

②
現
地
が
ガ
レ
キ
や
道
路
陥
没
に
な
っ
た
場
合
で
も

下
水
道
の
調
査
が
支
障
な
く
行
え
る
機
動
力
の
あ
る

調
査
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

③
神
戸
市
下
水
道
局
の
庁
舎
損
壊
に
よ
り
業
務
機
能

が
麻
疹
し
た
教
訓
か
ら
、
下
水
道
台
帳
を
始
め
重
要

書
類
は
大
規
模
地
震
で
も
被
害
を
受
け
な
い
場
所
に

保
管
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
災
害
復
旧
査
定
に
必
要
な
判
定
基
準
、
調
査
方
法

や
様
式
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
全
国
レ
ベ
ル
で
作
成
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
な
ど
で
あ
っ
た
。
終
わ
り
に
当
た
り
、
現
在
（
二

月
二
十
四
日
）
、
こ
れ
ら
の
調
査
資
料
を
基
に
災
害

査
定
の
設
計
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
業
が
順
調

に
進
み
被
災
を
受
け
た
神
戸
市
民
の
方
々
が
一
日
も

早
く
元
の
市
民
生
活
に
戻
ら
れ
る
た
め
に
役
立
つ
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　
〈
吉
柳
＝
下
水
道
局
事
業
計
画
課
部
次
長
課
長
／
黒

川
＝
同
局
特
定
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
幹
線
設
計
係

長
〉

下水管の清掃写真一３

37●

た
。


	page1
	page2
	page3

